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５
月
16
日
午
後
９
時
、
那
加
第
二
小
学

校
で
も
消
防
操
法
の
訓
練
が
行
わ
れ
て
い

た
。ひ
と
き
わ
元
気
な
５
人
組
は
、雄
飛
ヶ

丘
班
の
皆
さ
ん
。

　

入
団
１
年
目
で
、
26
歳
の
石
原
耕
介
さ

ん
は
、
各
務
原
市
出
身
で
は
な
い
。
入
団

を
勧
め
ら
れ
た
と
き
は
、不
安
が
あ
っ
た
。

だ
が
、「
消
防
団
で
熱
い
先
輩
た
ち
と
つ

な
が
り
る
こ
と
が
で
き
て
、
人
間
関
係
が

広
が
り
ま
し
た
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
。

　
「
熱
い
先
輩
」
と
指
名
を
受
け
た
若
林

友
和
さ
ん
は
「
自
分
が
熱
く
な
る
こ
と
で

消
防
団
が
盛
り
上
が
り
、
地
域
を
守
る
こ

と
が
で
き
る
。
だ
っ
た
ら
、
も
っ
と
熱
く

な
り
ま
す
よ
」
と
き
っ
ぱ
り
。

　

雄
飛
ヶ
丘
班
は
、
消
火
活
動
は
も
ち
ろ

ん
、
救
急
活
動
に
も
対
応
す
る
体
制
を
整

え
て
お
り
、
頼
も
し
い
。
救
急
車
の
サ
イ

レ
ン
が
聞
こ
え
れ
ば
、
消
防
団
員
が
率
先

し
て
車
両
を
誘
導
す
る
。

　　

こ
れ
は
、
消
防
団
員
に
共
通
す
る
思
い

だ
。私
た
ち
市
民
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら

し
は
、彼
ら
の
存
在
な
く
し
て
は
語
れ
ず
、

そ
の
貢
献
度
は
大
き
い
。
私
た
ち
も
地
域

の
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
。
消
防
団
の

活
動
を
ヒ
ン
ト
に
考
え
た
い
。

人
も
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

確
か
に
、
消
防
操
法
で
の
規
律
正
し
い

行
動
は
消
防
活
動
の
基
本
。
だ
が
、
規
律

や
訓
練
は
手
段
で
あ
り
、目
的
で
は
な
い
。

大
切
な
こ
と
は
、
緊
急
時
に
機
能
す
る
か

ど
う
か
だ
。

　

自
分
た
ち
の
地
域
を
守
る
た
め
に
、
支

え
る
た
め
に
、
彼
ら
は
動
く
。

　

５
月
６
日
午
後
８
時
、
稲
羽
東
小
学
校

の
校
庭
に
は
、
活
動
服
姿
の
男
性
が
30
人

以
上
集
ま
っ
て
い
た
。
こ
の
日
は
、
消
防

操
法
地
区
大
会
に
向
け
た
訓
練
初
日
。

　
「
長
男
は
消
防
団
と
い
う
か
つ
て
の
意

識
は
変
わ
り
つ
つ
あ
り
、
な
り
手
は
不
足

し
て
い
る
。
進
学
や
就
職
で
地
元
を
離
れ

る
と
、戻
っ
て
こ
な
い
子
も
い
る
。そ
う
な

る
と
、大
切
な
の
は
小
中
高
の
つ
な
が
り
」

と
稲
羽
地
区
副
団
長
の
小
島
圭た

ま
き生
さ
ん
は

厳
し
い
現
実
か
ら
目
を
そ
ら
さ
な
い
。

　

団
員
間
の
年
齢
差
は
、
20
歳
ほ
ど
あ
る

た
め
、「
あ
う
ん
の
呼
吸
」
に
な
ら
な
い
こ

と
も
。
日
頃
か
ら
こ
ま
め
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
心
が
け
、
助
け
合
え
る
つ

な
が
り
を
作
っ
て
い
る
。

　

突
然
発
生
し
、
尊
い
生
命
や
大
切
な
財

産
を
一
瞬
の
う
ち
に
奪
っ
て
し
ま
う
災

害
。
中
で
も
、
地
震
や
台
風
な
ど
の
自
然

災
害
は
防
ぎ
よ
う
が
な
い
。

　

昨
年
、市
は
多
く
の
風
水
害
に
あ
っ
た
。

幸
い
に
も
、一
人
一
人
の
冷
静
な
行
動
と

多
く
の
人
の
懸
命
な
活
動
で
、
被
害
を
最
小

限
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

風
水
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な

い
。
私
た
ち
市
民
に
は
、
災
害
時
に
機
能

す
る
危
機
管
理
体
制
の
構
築
と
、
万
一
へ

の
備
え
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

市
に
は
、
災
害
現
場
の
最
前
線
で
働
く

人
た
ち
が
い
る
。

　

発
足
か
ら
50
年
以
上
に
渡
っ
て
市
民
の

生
命
と
財
産
を
守
っ
て
き
た
市
消
防
本
部

は
、
常
備
消
防
組
織
。
１
７
７
人
の
エ
キ

ス
パ
ー
ト
が
配
属
さ
れ
、
行
政
や
消
防
団

と
連
携
し
な
が
ら
、
24
時
間
体
制
で
地
域

の
安
全
を
守
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
昭
和
40
年
に
結
成
さ
れ
た
市
消

防
団
は
、常
備
消
防
と
は
異
な
り
、地
域
住

民
で
構
成
さ
れ
た
消
防
組
織
。
現
在
７
５

３
人
が
在
籍
し
、
緊
急
時
に
は
現
場
に
赴

き
、常
備
消
防
と
と
も
に
活
動
し
て
い
る
。

自ら支える地域へ
自ら守る地域へ

消防団の活動は、消火だけではない。
地域の消防防災リーダーとして、平常時・非常時を問わず、

その地域に密着し、市民の安全と安心を守るという重要な役割を担っている。
守られる地域から、「自ら守り、自ら支える地域へ」。

消防操法大会に向けて汗を流す団員から、消防団への思いを追った。
詳細　消防本部総務課☎ 058383-1779

　

今
回
は
、市
消
防
団
に
焦
点
を
当
て
る
。

組
織　

地
区
消
防
団（
那
加
・
稲
羽
・
鵜
沼
・

蘇
原
・
川
島
）、
音
楽
隊
分
団
、
女
性
分
団
、

機
能
別
消
防
団
員

主
な
活
動　

▼
４
月
＝
辞
令
交
付
式
▼
５

月
＝
各
地
区
消
防
操
法
大
会
▼
６
月
＝
市

消
防
操
法
大
会
▼
７
月
＝
夏
季
合
同
演
習

▼
９
月
＝
総
合
防
災
訓
練
、
火
災
予
防
運

動
広
報
な
ど
▼
12
月
＝
特
別
警
戒
市
長
督

励
・
年
末
夜
警
な
ど
▼
１
月
＝
消
防
出
初

式
な
ど
▼
３
月
＝
火
災
予
防
運
動
広
報

近
年
の
表
彰　

▼
総
務
大
臣
感
謝
状
（
機

能
別
消
防
団
を
作
り
、団
員
が
30
人
増
加
）

▼
消
防
庁
長
官
表
彰（
防
災
意
識
の
普
及
、

消
防
施
設
の
整
備
な
ど
の
対
策
が
優
秀
）

▼
日
本
消
防
協
会
会
長
表
彰
（
消
防
使
命

達
成
に
努
め
、
成
績
が
極
め
て
優
秀
）

　

消
防
団
と
い
う
と
、
消
防
操
法
大
会
に

向
け
て
訓
練
を
積
む
姿
を
思
い
浮
か
べ
る

熱
い
思
い
で
地
域
を
守
る

「違反対象物の公表制度」が始まります 制度開始

平成31年
 4月1日～

あなたが利用する建物、消防法が守られていますか？

＊重大な法令違反を改善しない場合は、警告 ⇒ 命令 ⇒ 告発の手続きに進みます

「違反対象物の公表制度」とは
建物を利用する皆さんが、安心して利用していただくために、建物の安全情報を
自分で入手し、利用を判断できるよう市ウェブサイト上に違反状況を公表する制度です。

公表の対象
となる建物

飲食店、物品販売店舗、ホテル・旅館、病院、社会福祉施設
などの不特定多数の方が利用する建物
※工場、倉庫、事務所など特定の方が使用する建物は対象外

建物に義務付けられた、次の消防用設備が設置されていない違反
　●屋内消火栓設備　
　●スプリンクラー設備　
　●自動火災報知設備

公表の対象
となる違反

公表の方法
・内容

市ウェブサイトに、①～④を掲載
①建物の名称　　　　　　②建物の所在地
③消防法令違反の内容　　④公表を開始した日

予防課では、市民の皆さんに公表制度を詳しく知ってもらうため、
市ウェブサイトページを作成しています。ぜひご覧ください。

ぜひチェック
してください

!

詳細　消防本部予防課☎ 058-382-3137

＋　　建物関係者の方
建物用途の追加や増改築
などの変更がある場合
は、事前に相談を！

市
消
防
団
の
概
要

　

入
団
２
年
目
、
26
歳
の
小
島
拓
也
さ
ん

は
同
級
生
と
と
も
に
入
団
を
決
め
た
。「
消

防
団
員
と
し
て
、
地
域
の
行
事
に
も
参
加

し
て
い
ま
す
。
地
域
を
支
え
て
い
る
と
思

う
と
、
う
れ
し
い
」
と
頬
を
緩
ま
せ
る
。

　

仕
事
の
後
の
訓
練
は
大
変
だ
が
、
い
ざ

と
い
う
時
、
頼
り
に
な
る
存
在
で
あ
り
た

い
と
汗
を
流
す
。

守
る
た
め
に
つ
な
が
る

同
級
生
と
支
え
る
地
域

地域の消防防災リーダーとして、平常時・非常時を問わず、
地域に密着し、市民の安全と安心を守る各務原市消防団。
「自らの地域は、自ら支え、自ら守る」を合言葉に、

消防操法大会に向けて汗を流す団員に、その思いを聞いた。
詳細　消防本部総務課☎ 058-382-3136

防
ぎ
よ
う
の
な
い
自
然
災
害

命
と
財
産
を
守
る
消
防
組
織

「
地
域
の
た
め
に
」考
え
、動
く

下
中
屋
班
の
同
級
生
４
人
組
（
写
真
左
か
ら
、
小
島
拓
也

さ
ん
、横
山
雄
哉
さ
ん
、小
島
俊
紀
さ
ん
、小
島
秀
張
さ
ん
）

「
地
域
を
支
え
・
守
る
」

公表制度は、建物
関係者だけの問題で
はありません。
皆さんの身の安全を
守る制度であると同
時に、利用する僕た
ちが関心を持つこと
で、市の火災や被害
拡大を防ぎます。

　

大切な
お知らせ
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月

　日
土

７

21

　
各
務
小
児
童
に
よ
る
「
鯉
み
こ
し
行
列
」
や
太
鼓
演
奏

の
ほ
か
、
夜
は
「
舟
や
ま
」
や
迫
力
満
点
の
花
火
が
祭
り

を
盛
り
上
げ
ま
す
。

日
程
　
▽
歩
行
者
天
国
（
池
西
側
）＝
午
後
１
時
〜
９
時

30
分
▽
鯉
み
こ
し
行
列
＝
午
後
４
時
〜
▽
花
火
大
会
＝
午

後
７
時
45
分
〜
８
時
45
分

場
所

　お
が
せ
池
周
辺
（
各
務
お
が
せ
町
７
）

備
考
　
▽
お
が
せ
池
西
広
場
の
一
部
は
花
火
打
ち
上
げ
の

危
険
区
域
の
た
め
立
入
禁
止
▽
臨
時
駐
車
場
（
村
国
座
・

各
務
小
・
市
民
会
館
第
３
駐
車
場
）
に
は
限
り
が
あ
る
た

め
、
公
共
交
通
機
関
（
名
鉄
「
苧
ヶ
瀬
駅
」
下
車
15
分
）
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
市
民
会
館
第
３
駐
車
場
か
ら
会
場
付

近
ま
で
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
▽
荒
天
時
は
22
日
に
延
期

詳
細
　
観
光
交
流
課
内
お
が
せ
池
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会

☎
０
5
8
（
3
8
3
）
9
9
2
５
、当
日
は
☎
０
９
０
（
６

０
９
９
）
１
５
６
３

おがせ池

花火
打上場所
花火
打上場所

午後１時～９時 30 分
歩行者天国・車両通行禁止

午後５時～９時 30 分
車両通行禁止・歩行者可

交通規制図

午前 9 時～午後 5 時
車両片側交互通行

月

　日
金

８

10

　「
日
本
ラ
イ
ン
夏
ま
つ
り
」
に
む
け
て
、
１
日
〜
９
日
、

午
後
７
時
50
分
か
ら
約
15
分
間
、
ロ
ン
グ
ラ
ン
花
火
と
し

て
、
毎
日
約
２
０
０
発
の
花
火
を
打
ち
上
げ
ま
す
。

　
当
日
は
、
時
を
忘
れ
る
光
の
舞
を
、
ぜ
ひ
ご
家
族
お
友

達
お
そ
ろ
い
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

時
間

　午
後
７
時
30
分
〜
８
時
20
分

場
所
　
木
曽
川
河
畔
ツ
イ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
下
流

定
員
　
２
０
０
席
（
全
席
指
定
、
申
込
順
）

費
用
　
１
５
０
０
円
（
１
席
）

申
込
　
７
月
10
日
　
午
前
10
時
〜
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
☎
０
５

７
０
（
０
２
）
９
９
９
９
（
Ｐ
コ
ー
ド
６
３
９
―
３
９
６
）

備
考
　
▽
交
通
規
制
の
詳
細
は
広
報
紙
８
月
１
日
号
に
掲

載
▽
公
共
交
通
機
関
（
名
鉄
「
新
鵜
沼
駅
」
下
車
５
分
）

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
▽
荒
天
・
増
水
時
は
中
止

詳
細
　
観
光
交
流
課
内
日
本
ラ
イ
ン
夏
ま
つ
り
実
行
委
員

会
☎
０
５
８（
３
８
３
）９
９
２
５
、当
日
は
☎
０
５
８（
３

８
５
）
０
３
４
０

日
本
ラ
イ
ン
夏
ま
つ
り

お
が
せ
池
夏
ま
つ
り

29日
（日）

11:0010:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00 21:00

19:00～19:10
セレモニー

宵やま
19:10～19:50

スタンプラリー
16:00～

19:50～19:55
グランドフィナーレ

夕さり茶会（有料）
16:00～20:30

浴衣姿、大集合！
17:00～

昼やま
15:00～15:30

10:00/11:00/12:00/13:45/14:45
魚のつかみ取り（有料）

魚のつかみ取り（有料）
10:00/11:00/12:00/13:45/14:45

28日
（土）

かわしま燦々夏まつり  タイムスケジュール

＝木曽川水園・じゃぶじゃぶの河原

＝木曽川水園・下流域

＝木曽川水園・農家

＝自然発見館・芝生広場
屋台は両日17:00～21:00

木舟遊覧
13:00～16:00

野外映画会
19:15～21:00日

時
　
７
月
21
日（
土
）　
午
後
5
時
〜

場
所
　
各
務
原
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
一
帯

内
容
　
夜
店
、
盆
踊
り
、
子
ど
も
相
撲
な
ど

詳
細
　
各
務
原
区
自
治
会
・
新
名
☎
０
５
８

（
２
１
３
）
4
3
4
6
、
当
日
は
中
根
☎
０
９

０
（
１
8
3
0
）
7
8
4
2

各
務
原
区
夏
祭
り

日
時
　
９
月
８
日（
土
）　
午
後
３
時
〜

場
所
　
蘇
原
中
央
通
り
一
帯

内
容
　
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
踊
り
、ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
、和
太
鼓
な
ど

詳
細
　
蘇
原
中
央
通
商
店
街
振
興
組
合
・
池

戸
☎
０
５
８
（
３
７
１
）
２
７
４
９

蘇
原
中
央
通
り
歩
行
者
天
国

注
意
！
掲
載
し
て
い
る
会
場
で
の
小
型
無

人
機（
ド
ロ
ー
ン・
ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ
な
ど
）の
使
用

は
、会
場
内
の
安
全
確
保
の
た
め
禁
止
し
ま
す
。

商
店
街
な
ど
の
夏
祭
り

日
時

　７
月
６
日（
金
）・
７
日（
土
）　 

い
ず
れ

も
午
後
７
時
〜
　

場
所
　
サ
ン
モ
ー
ル
お
ざ
き
一
帯

内
容
　
各
種
イ
ベ
ン
ト
、
抽
選
会
な
ど

詳
細
　
サ
ン
モ
ー
ル
お
ざ
き
・
桐
井
☎
０
５
８

（
３
８
９
）
０
６
０
０

サ
ン
モ
ー
ル
お
ざ
き  

七
夕
ま
つ
り

日
時

　８
月
４
日（
土
）　　
午
後
４
時
〜

場
所
　
野
口
公
民
館
前
一
帯

内
容
　
夜
店
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
歌
謡
シ
ョ
ー

な
ど

備
考
　
雨
天
時
は
５
日
（
日
）
に
延
期

詳
細
　
蘇
原
野
口
町
発
展
会
・
山
下
☎
０
５

８
（
３
８
２
）
３
７
０
３

野
口
町
夏
祭
り

月

　日

　
   　

日

土

日

７

28

29・

　
か
わ
し
ま
燦
々
夏
ま
つ
り
は
、
河
川
環
境
楽
園
を
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
す
。
メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
は
、
29
日
に
行
わ

れ
る「
か
わ
し
ま
川
ま
つ
り
」。
水
面
に
浮
か
ぶ「
舟
や
ま
」

が
幻
想
的
な
こ
の
祭
り
は
、
江
戸
時
代
に
始
ま
っ
た
と
い

わ
れ
る
伝
統
の
祭
事
で
す
。

　
川
ま
つ
り
だ
け
で
な
く
、
野
外
映
画
会
（「
怪
盗
グ
ル
ー

の
ミ
ニ
オ
ン
大
脱
走
」
上
映
）、
魚
の
つ
か
み
取
り
、
屋

台
な
ど
、
楽
し
い
催
し
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
川
ま
つ
り
を

観
な
が
ら
お
茶
を
い
た
だ
く
、「
夕
さ
り
茶
会
」
な
ど
も
行

わ
れ
ま
す
。ま
た
、浴
衣
姿
で
会
場
を
訪
れ
た
方
先
着
２
０

０
人
に
、抽
選
で
景
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！
ご
家
族
や
お
友
達
、

み
ん
な
で
浴
衣
を
着
て
夏
祭
り
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

場
所

　河
川
環
境
楽
園
（
川
島
笠
田
町
）

備
考
　
雨
天
中
止

詳
細
　
観
光
交
流
課
内
川
島
地
区
ま
ち
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト

実
行
委
員
会
☎
０
５
８
（
３
８
３
）
９
９
２
５
、
当
日
は

☎
０
９
０
（
6
0
9
9
）
1
5
6
3

か
わ
し
ま
燦
々
夏
ま
つ
り

さ
ん
さ
ん

さ
ん
さ
ん

各
務
原
の夏
祭
り
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ASAKEN Report

毎
月
１
日
号
に
掲
載
し
ま
す

市長　浅野健司

　

快
晴
と
な
っ
た
6
月
1
日
、
初
夏
の

訪
れ
を
告
げ
る
「
木
曽
川
う
か
い
」
が

開
幕
し
ま
し
た
。

　

と
て
も
日
差
し
の
強
い
日
で
し
た

が
、
心
地
の
よ
い
風
が
吹
き
抜
け
る
名

勝
木
曽
川
の
川
面
や
、
新
緑
に
輝
く
伊

木
山
、
そ
し
て
悠
然
と
そ
び
え
立
つ
国

宝
犬
山
城
の
絶
景
に
心
が
癒
や
さ
れ
ま

し
た
。

　

夜
鵜
飼
の
篝か
が
り
び火
に
照
ら
し
出
さ
れ
た

鵜
匠
の
姿
や
鵜
の
動
き
は
と
て
も
幻
想

的
で
、鵜
飼
の
醍
醐
味
の
ひ
と
つ
で
す
。

木
曽
川
う
か
い
で
は
、
夜
の
魅
力
に
加

え
て
昼
鵜
飼
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
観
覧
船
か
ら
鵜
舟
ま
で
の
距
離
が

と
て
も
近
い
こ
と
が
特
徴
で
、
そ
の
迫

力
に
心
が
魅
了
さ
れ
ま
す
。

　

鵜
匠
が
何
羽
も
の
鵜
を
巧
み
に
操
る

素
晴
ら
し
い
手
縄
さ
ば
き
や
、
鵜
の
動

き
を
指
で
感
じ
と
る
繊
細
な
技
術
に
は

感
心
し
ま
す
。
鵜
と
鵜
匠
の
息
の
あ
っ

た
「
妙
技
」
は
、
お
互
い
に
深
い
絆
で

結
ば
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
の
も
の
で

し
ょ
う
。

　

１
３
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
誇
る
伝

統
あ
る
鵜
飼
。
現
在
、
鵜
飼
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
は
全
国
で
12
カ

所
と
、
非
常
に
貴
重
な
伝
統
文
化
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

近
く
で
は
、岐
阜
市
の
長
良
川
鵜
飼
、

関
市
の
小
瀬
鵜
飼
と
川
漁
文
化
が
盛
ん

で
す
。「
海
な
し
県
」
と
し
て
、
生
活

に
密
着
し
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
長
き
に
渡
り
し
っ
か

り
と
技
術
が
継
承
さ
れ
、
素
晴
ら
し
い

後
継
者
が
育
っ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
熱
意
が
詰
ま
っ
た

木
曽
川
う
か
い
は
、
今
年
も
10
月
15
日

ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
多
く
の

皆
さ
ん
に
お
出
か
け
い
た
だ
き
、
こ
の

伝
統
的
な
鵜
飼
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
全
国
的
に
も
珍
し

い
女
性
鵜
匠
も
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す

よ
！

木曽川うかい開幕！

　
　

今
年
度
の
ま
ち
づ
く
り
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

の
日
程
や
、対
象
な
ど
は
以
下
の
と
お
り

で
す
。な
お
、開
催
は
１
日
１
回（
１
団
体
）

で
、同
一
の
グ
ル
ー
プ
・
団
体
に
よ
る
開

催
は
年
１
回
で
す
。学

生
な
ど
若
い
世
代
の

参
加
も
歓
迎
し
ま
す

（
高
校
生
以
下
の
参
加

は
、
保
護
者
ま
た
は

引
率
者
が
必
要
）。ぜ

ひ
、
皆
さ
ん
の
声
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
知
識
や
ア

イ
デ
ア
、
活
力
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す

た
め
、「
対
話
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。　

　

そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
ま
ち
づ
く
り

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
は
、
市
長
と
市
民
の
方

が
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な

テ
ー
マ
で
意
見
交
換
を
行
う
懇
談
会
。
市

内
団
体
や
グ
ル
ー
プ
を
対
象
に
、
こ
れ
ま

で
、
42
団
体
・
４
１
４
人
と
対
話
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、「
未
来
を
見
据
え
た
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
気
軽
に
話
し
合
う
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆

さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

参
加
者
や
テ
ー
マ
は
さ
ま
ざ
ま

　

参
加
者
は
、地
域
に
住
む
方
や
学
生
、
小

さ
な
お
子
さ
ん
を
持
つ
親
、団
塊
の
世
代
な

ど
さ
ま
ざ
ま
。ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、市
の

政
策
や
地
域
の
課
題
の
中
に
あ
る
、い
ろ
い

ろ
な
テ
ー
マ
で
懇
談
を
行
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の

団
体
な
ど
の
活
動
内
容

や
魅
力
を
お
聞
き
し
な

が
ら
、参
加
者
の「
想
い
」

や「
夢
」な
ど
を
発
言
し

て
も
ら
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
声
が
、
こ
の
ま
ち
の
「
未
来
」を
作
る

昨
年
の
ま
ち
づ
く
り
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
よ
う
す

市長と、まちづくりについて意見交換

日
時　

９
月
～
12
月
の
午
前
10
時
～
午
後

９
時
（
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
時
間
は
、
そ
の

う
ち
60
～
90
分
間
）

場
所　

原
則
、
市
役
所
本
庁
舎
ま
た
は
市

内
の
公
共
施
設
（
自
治
会
所
有
の
公
民
館

な
ど
で
も
開
催
可
能
で
す
が
、
そ
の
際
の

使
用
料
金
な
ど
は
申
込
団
体
の
負
担
と
な

り
ま
す
）

対
象　

出
席
者
が
10
～
15
人
程
度
と
な
る

市
内
の
団
体
、
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
次
の
全

備
考　

▼
市
長
公
務
や
会
場
の
空
き
状
況

な
ど
に
よ
り
、
開
催
日
時
の
希
望
に
添
え

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
▼
当
日
の
司
会
進

行
は
、
団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
代
表
の
方
に

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
▼
ま
ち
づ
く
り

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
意
見
交
換
の
場
で
す
。

一
方
的
な
要
求
や
苦
情
、
特
定
の
個
人
・

団
体
の
権
利
に
関
す
る
事
項
は
取
り
扱
い

ま
せ
ん

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
参
加
し
て
み
よ
う

申
込
と
詳
細　

開
催
を
希
望
す
る
日
の

３
週
間
前
ま
で
に
「
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の

テ
ー
マ
」
を
用
意
し
、
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
（
市
役
所
４
階
）
に
あ
る
「
参
加

申
込
書
」（
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttp://

w
w
w
.city.kakam

igahara.lg.jp/shisei/
koho/7645/007649.htm

l
ま
た
は
左
記

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

を
記
載
し
、
参

加
者
名
簿
を
添

え
て
、
直
接
、

ま
ち
づ
く
り
推

進
課
☎
０
５
８

（
３
８
３
）
１
９

９
７

こ
れ
ま
で
の
実
績

　

こ
れ
ま
で
、ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
い
た
だ

い
た
意
見
を
元
に「
不
妊
治
療
へ
の
助
成
」

や
「
産
後
健
診
へ
の
助
成
」、「
ま
ち
づ
く

り
活
動
助
成
金
の
助
成
期
間
の
延
長
」
な

ど
、さ
ま
ざ
ま
な
施
策
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、昨
年
度
出
さ
れ
た
提
案
の
中
で
、

現
在
実
現
に
向
け
て
進
ん
で
い
る
も
の
も

あ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
が
、
市
政

に
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

IN
T
E
R
V
IE
W

青井　園子さん（川島北山町）
ソフトエアロビクスの会

　

市
長
と
お
話
が
で
き
る
機
会
が
あ
る
こ

と
を
知
り
、
サ
ー
ク
ル
の
メ
ン
バ
ー
９
人

で
昨
年
11
月
に
「
ま
ち
づ
く
り
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
テ
ー
マ
を
「
健
康
的
な
ま
ち

づ
く
り
」「
高
齢
者
が
安
心
し
て
住
め
る

ま
ち
」「
子
育
て
が
し
や
す
い
ま
ち
」と
し
、

市
の
健
康
へ
の
取
組
や
公
共
交
通
機
関
な

ど
に
つ
い
て
、
普
段
思
っ
て
い
る
こ
と
や

私
た
ち
の
考
え
を
話
し
ま
し
た
。

　

少
人
数
の
た
め
意
見
も
出
し
や
す
く
、

会
話
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
す
る
こ
と

で
、
議
論
が
活
発
に
な
り
、
よ
り
深
い
と

こ
ろ
ま
で
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
市
の
考
え
方
な
ど
に
も
理
解
が
深
ま

り
、「
自
分
が
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
っ
て

い
る
」
と
い
う
実
感
を
持
つ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

市
長
と
膝
を
突
き
合
わ
せ
、直
接
考
え

を
聞
く
こ
と
で
、私
自
身
、
よ
い
刺
激
に

な
り
、視
野
が
広
が
り
ま
し
た
。皆
さ
ん
も

参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

LET'S  BUILD  OUR  FUTURE！

ふるって

ご参加

ください
！

まちづくり
ミーティング

て
の
条
件
を
満
た
す
も
の
▼
特
定
の
政
党

を
支
持
す
る
団
体
で
な
い
▼
暴
力
団
、
宗

教
・
営
利
を
目
的
と
す
る
団
体
で
な
い
▼

メ
ン
バ
ー
の
半
数
以
上
が
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

日時　7 月 30 日（月）、8 月 1 日
（水）　いずれも 8:00 ～ 16:30

場所　岐阜大学柳戸キャンパス
（岐阜市柳戸 1-1）

対象　市内の小学 5・6 年生
定員　各 20 人（抽選）
内容　岐阜大学農場見学、乳し
ぼり体験、顕微鏡でミクロの世
界を観察しようなど
費用　300 円（保険料含む、当
日支払）
持参品　昼食、飲み物、筆記用
具、タオル、靴下、動きやすく
汚れてもよい服装
備考　岐阜大学までは送迎バス
が運行（中央図書館北側集合）
申込と詳細　7 月 13 日（必着）ま
でに、農政課にある申込用紙に
必要事項を記入し、ファクスま
たは郵送で〒 504-8555 那加桜
町 1-69、市役所農政課　 058-3
89-0765 ☎ 058-383-1130

夏休み体験学習
「畜産動物と科学」

FAX

　市ウェブサイトの「みんなの
フォトギャラリー」では、皆さ
んが撮影した市内の写真を紹介
しています。
　今回のテーマは、「あつっ！」。
各務原の夏の暑さや、何かに熱
中している表情などの写真を募
集します。皆さんの力作をお待
ちしています。
応募締切　8 月 31 日（金）
備考　 ▽応募要項は市ウェブサ
イトをご覧ください ▽ 次回の
テーマは「ノスタルジー」の予
定です
詳細　広報課☎ 058-383-1900

　「登録アーティスト」とは、
音楽の街企画委員の審査により
選ばれた、市内・近郊で音楽活
動を行っているプロ・セミプロ
の演奏家です。現在、ピアノや
声楽、弦楽器など全 52 組の個
人・団体が登録されています。
　地区の行事や学校の催しなど
で、登録アーティストに生演奏
を依頼してみませんか。演奏依
頼やアーティストの詳細など
は、市ウェブサイトまたはリー
フレットをご覧ください。
備考　リーフレットは今号の広
報紙と一緒に回覧しています
詳細　いきいき楽習課☎ 058-3
83-1042

みんなのフォト
ギャラリー作品募集

ご活用ください！
登録アーティスト

日時　7 月 8 日（日）　5:45 ～（雨
天決行）
場所　市総合運動公園（下中屋
町）
詳細　消防本部総務課☎ 058-3
82-3136

市消防団
夏季連合演習

　各小・中学校で作品を募集し、
学校と市の審査を経た作品を下
記の期間に展示します。皆さん
のご応募をお待ちしています。
展示期間　9 月 8 日～ 9 日　
10:00 ～ 16:30
場所　産業文化センター 1 階あ
すかホール（那加桜町 2）
詳細　学校教育課☎ 058-383-11
18

市小中学校
科学作品展

日時　7 月 22 日（日）　7:00 ～
場所　坊の塚古墳（鵜沼羽場町 5）
備考　 ▽雨天中止 ▽道具は主催
者が用意します
詳細　市明るい社会づくり運動
協議会・上野☎ 058-383-0868

文化財古墳の清掃

　東国原英夫氏による講演会や
イス作りなど子どもの職業体
験、抽選会などを行います。詳
細はウェブサイト http://www.
cci-k.or.jp/ をご覧ください。
日時　7 月 28 日（土）　9:45 ～
16:00
場所　産業文化センター（那加
桜町 2）
詳細　各務原商工会議所☎ 058-
382-7101

各務原元気まつり

期間　7 月 14 日～ 9 月 2 日
費用　18 歳以上 850 円、65 歳
以上 650 円、高校生 550 円、小・
中学生 350 円、3 歳以上 150 円
備考　受付窓口で市在住の証明
が必要（1 人の証明で 5 人まで）
詳細　リトルワールド（犬山市
今井成沢 90-48）☎ 0568-62-5611

リトルワールド
市民優待入館割引

期間　7 月 1 日～ 8 月 31 日
費用　18 歳以上 1500 円、65 歳
以上・大学生 1100 円、高校生
800 円、小・中学生 500 円
備考　 ▽受付窓口で市在住の証
明が必要 ▽休館日などは下記へ
詳細　博物館明治村（犬山市字
内山 1）☎ 0568-67-0314

博物館明治村
市民特別割引

日時　7 月 21 日（土）　13:30 ～
15:30
場所　産業文化センター 2 階第
3 会議室（那加桜町 2）
内容　「名古屋城天守閣はなぜ
そこに立つのか」尾関章・元高
校教師
費用　500 円（当日支払）
詳細　各務原歴史研究会・瀬川
☎ 058-370-9746

各務原歴史研究会
講演会

日時　7 月 21 日（土）　13:00 ～
（開場 12:30）

場所　産業文化センター 1 階あ
すかホール（那加桜町 2）
申込と詳細　事前に、「住所、氏
名、連絡先」を明記し、ファクス
で、NPO 法人ぎふ福祉サービス
利用者センターびーすけっと
058-375-3182 ☎ 058-375-3181

映画「ケアニン」
自主上映会

FAX

日時　7 月 29 日、8 月 5 日・12
日　いずれも日曜日　10:00 ～
12:00（別日に色付けが必要）
場所　せいしん工房（各務おが
せ町 1）
対象　小学生と祖父母または保
護者
定員　各 10 組（申込順）
申込と詳細　事前に「参加者の氏
名、ふりがな、年齢、性別、住所、
電話番号」を明記し、メール kcrc@
titan.ocn.ne.jp またはファクスで
各務原中央ロータリークラブ　 
058-371-6828 ☎ 058-383-3425

高齢者と子どもの
触れ合い陶芸教室

FAX

日時　9 月 1 日（土）　8:00 ～（予
備日 8 日）
場所　市スポーツ広場（各務山
の前町 1）
対象　男子 60 歳以上・女子 50
歳以上の市内在住・在勤の方
内 容　次の 5 種のペア各 1 組
で 1 チーム（4 種以上のペアで
参加可）の団体戦 ▽ 2 人の年齢
の合計が① 125 歳以上の男子
② 135 歳以上の男子③ 105 歳
以上の女子④ 115 歳以上の男
女⑤ 125 歳以上の男女
費用　1 チーム ▽ 市テニス協会
加盟団体＝ 3000 円 ▽ その他＝
4000 円　いずれも当日支払
申込と詳細　8 月 5 日（必着）ま
でに、市スポーツ広場にある申
込書に必要事項を記入し、〒 509-
0131 つつじが丘 8-33 市テニス
協会・園田☎ 058-384-5899

市シニアクラブ
対抗テニス大会

日時　7 月 24 日（火）　12:15 ～
15:00
場所　岐阜車体工業（鵜沼三ツ
池町 6）正門前来客駐車場集合
対象　市内在住の小学 4 年以上
定員　40 人（申込順）
内容　社員食堂で昼食、工場見
学、企業概要説明（記念品付）
費用　1000 円（当日支払）
備考　 ▽ 工場内撮影禁止 ▽長ズ
ボン、運動靴着用（スカート、
パンプス、サンダル不可）
申込と詳細　7 月 10 日（必着）
までに、「見学者全員の住所・氏
名・ふりがな・年齢・電話番号」を
明記し、メール npo-k-machiduku
ri@air.ocn.ne.jp または、はがき、
ファクスで〒 509-0116 緑苑西
2-81NPO 団体各務原まちづく
り・水野 　☎ 058-370-0117

岐阜車体工業
工場見学

FAX

種目　①一般曹候補生②自衛官
候補生（男子・女子）③航空学生
申込期間　①・③＝ 7 月 1 日～
9 月 7 日②＝年間を通じて受付
備考　 ▽ 8 月 5 日に募集説明会
を開催 ▽試験日などは下記へ
詳細　岐阜地方協力本部☎ 058-
383-5118

自衛官などを募集

7 月 31 日（火）まで

固定資産税　　2 期
介護保険料　7 月分
国民健康保険　2 期
後期高齢医療　1 期

今月の

納　税

区分　①警察官 AⅡ（男性・女
性）②警察官 B（男性・女性）
申込期間　7 月 13 日～ 8 月 14
日（１次試験は 9 月 16 日）
備考　対象などは下記へ
詳細　各務原警察署警務課☎ 05
8-383-0110

警察官募集

　子ども館で、子育て親子への
寄り添いや支援、
助言、講座運営な
どをする臨時職員
を募集します。
雇用期間　雇用決定日～平成 31
年 3 月 31 日（次年度更新あり）
勤務時間　8:45 ～ 17:15
休日　週 2 日（休館日を含む）、
祝日
対象　保育士の資格を有する方
定員　若干名（選考）
賃金　18 万 3300 円（月額）
備考　 ▽ 各種保険に加入 ▽男性
も可
申込と詳細　子育て支援課☎ 0
58-383-1555

子ども館臨時職員
募集

　税務課、市民税課、資産税課
が、本庁舎 1 階から 2 階に移
転します。なお、電話番号やファ
クス番号は変わりません。
業務開始日　7 月 17 日（火）
詳細　管財課☎ 058-383-1619

税務課、市民税課、
資産税課が移転

　スローガンは「せせらぎに  ぼ
くも魚も  すきとおる」。
　川は私たちの憩いの場。みん
なで川を美しくしましょう。
詳細　国土交通省木曽川上流河
川事務所☎ 058-251-1326

7 月は
河川愛護月間
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

　7 月 11 日～ 20 日に、「夏の交
通安全県民運動」が行われます。
自動車運転者は、思いやりの
ある運転を心がけ、
歩行者も交通安全
に注意しましょう。
詳細　まちづくり推進課☎ 058-
383-1997

夏の交通安全
県民運動

【平成 30 年度介護保険料】
　第 1 号被保険者（65 歳以上）
の介護保険料は、前年所得に基
づき、毎年 7 月に決定通知書・
納付書を送付します（年金から
の支払者は決定通知書のみ）。
各段階の対象と保険料は下表の
とおりです。必ず納めましょう。

【介護保険利用者負担割合の改正】

　 8 月から、介護保険サービス
（第 1 号事業分含む）の利用者

負担が、特に所得の高い方は 3
割になります。新しい負担割合
証は 7 月中旬に郵送します。
詳細　介護保険課☎ 058-383-17
78
保険料段階と対象、保険料一覧

介護保険料と制度
改正のお知らせ

　「空き家リノベーション事業」
とは、新たな賃貸借の形態「借
主負担 DIY 型」を推進すること
で、借主が DIY（日曜大工）し
ながら、持ち家のように住んで
いただく事業です。
　市では、この事業にご協力い
ただける「空き家」の貸主を募
集しています（利活用が困難と
判断され、事業の対象とならな
い場合があります）。
申込と詳細　建築指導課☎ 058-
383-1482

空き家リノベーショ
ン事業に登録を

保険料段階 対象 保険料（年額）

第 1 段階

生活保護を受給している方、老齢福祉年金を
受給している方で、本人と世帯全員が市民税
非課税で、前年の合計所得金額と課税年金収
入額の合計が 80 万円以下の方

2 万 6460 円

第 2 段階
本人と世帯全員が市民税非課税で、前年の合
計所得金額と課税年金収入額の合計が 80 万
円を超え、120 万円以下の方

3 万 8220 円

第 3 段階
本人と世帯全員が市民税非課税で、前年の合
計所得金額と課税年金収入額の合計が 120 万
円を超える方

4 万 4100 円

第 4 段階
本人が市民税非課税で、世帯に市民税課税者
がいる方で、前年の合計所得金額と課税年金
収入額の合計が 80 万円以下の方

5 万 2920 円

第 5 段階
本人が市民税非課税で、世帯に市民税課税者
がいる方で、前年の合計所得金額と課税年金
収入額の合計が 80 万円を超える方

5 万 8800 円

第 6 段階 本人が市民税課税者で、前年の合計所得金額
が 120 万円未満の方 7 万 560 円

第 7 段階 本人が市民税課税者で、前年の合計所得金額
が 120 万円以上 200 万円未満の方 7 万 6440 円

第 8 段階 本人が市民税課税者で、前年の合計所得金額
が 200 万円以上 300 万円未満の方 8 万 8200 円

第 9 段階 本人が市民税課税者で、前年の合計所得金額
が 300 万円以上 400 万円未満の方 9 万 9960 円

第 10 段階 本人が市民税課税者で、前年の合計所得金額
が 400 万円以上 600 万円未満の方 10 万 5840 円

第 11 段階 本人が市民税課税者で、前年の合計所得金額
が 600 万円以上 800 万円未満の方 11 万 1720 円

第 12 段階 本人が市民税課税者で、前年の合計所得金額
が 800 万円以上 1000 万円未満の方 12 万 3480 円

第 13 段階 本人が市民税課税者で、前年の合計所得金額
が 1000 万円以上の方 13 万 5240 円

　市税と国民健康保険料の納付
相談を行います。
日時　 ▽休日相談＝ 7 月 8 日

（日）13:00 ～ 17:00 ▽ 夜間相談
＝ 7 月 9 日～ 12 日　17:15 ～
20:00
場所　 ▽市税＝市役所１階税務
課 ▽国民健康保険料＝市役所１
階医療保険課
備考　 ▽本庁舎北側地下入口か
らお入りください ▽上記時間帯
に電話による納付確認を行って
います
詳細　 ▽市税＝税務課☎ 058-3
83-4773 ▽ 国民健康保険料＝医
療保険課☎ 058-383-1112

7 月の休日・夜間
納付相談

　下表の方を対象に、保険診療
の自己負担分（高額療養費に該
当する場合は自己負担限度額ま
で）を助成しています。
　県内医療機関窓口は無料に、
県外医療機関は有料ですが、申
請後に助成します。
持参品　健康保険証、印鑑、通
帳、マイナンバーが確認できる
書類、運転免許証など（下表「申
請時の持参品」も参照）
備考　重度・母子・父子受給者
証の更新手続きは 8 月下旬（広
報紙 8 月 15 日号に掲載予定）
詳細　医療保険課☎ 058-383-11
28
福祉医療費の助成一覧

ご存じですか
福祉医療費の助成

福祉医療費助成対象者 所得制限 申請時の持参品

重
度
障
が
い
者

身体
障がい者 身障手帳 1 ～ 3 級所持者

あり
（特別児童

扶養手当
制限額を
準用）

・身体障害者手帳
・療育手帳
・精神保健福祉手帳
・戦傷病者手帳
・所得課税証明（他
  市町村から転入の 
  場合）

知的
障がい者

・療育手帳 A1・A2・B1 所持者
・療育手帳 B2 かつ身障手帳 4 ～
   6 級所持者

精神
障がい者

精神保健福祉手帳 1 級・2 級（有
効期限内であること）所持者

戦傷病者
戦傷病者手帳所持者で、特別項
症～第 4 項症までに該当かつ身
障手帳 4 級所持者

母子・父子
家庭など

・18 歳到達後の年度末までの児
　童を扶養している、配偶者の
　いない母（父）と当該児童

・父母のいない 18 歳到達後の年
　度末までの児童

・引き続き高等学校などに通学す
   る場合は、19 歳の誕生月末ま
   で（母・父についても同様）

あり
（児童扶養

手当制限
額を準用）

・公的年金証書（児
　童扶養手当など）

・戸籍謄本など
・所得課税証明（他
  市町村から転入の
  場合）

こども
（乳幼児・小学
生・中学生）

0 歳～中学 3 年生（15 歳の年度
末日） なし なし

　70 ～ 74 歳の方に交付されて
いる国民健康保険高齢受給者証
を 8 月 1 日から更新します。
　平成 29 年中の所得により自
己負担割合を判定し、7 月末ま
でに新しい受給者証を郵送しま
す。これまでお使いの受給者証
は、有効期限が切れてから破棄
してください。
詳細　医療保険課☎ 058-383-10
99

国民健康保険
高齢受給者証更新

7 月から受付
国民年金免除申請

【保険料免除制度】
　被保険者、配偶者、世帯主の
前年所得（失業による場合を除
く）を基準として免除の判定を
します。免除された期間は、受
給資格期間に算入され、段階に
応じて年金額に反映されます。
免除区分と月々の保険料　 ▽ 全
額免除＝なし ▽ 4 分の 3 免除＝
4090 円 ▽半額免除＝ 8170 円 ▽

4 分の 1 免除＝ 1 万 2260 円
【納付猶予制度】

　被保険者（20 歳以上 50 歳未満
の方）と配偶者の前年所得（失業
を理由とする場合を除く）が判
定の基準です。猶予期間は、受
給資格期間に算入されますが、
年金額には反映されません。

【保険料の追納】
　免除・猶予された場合、10 年以
内であれば、さかのぼって保険
料を納められます。ただし、2 年以
上経過すると、当時の保険料に
政令で定める額が加算されます。

【申請の手続き】
申請の窓口　市民課国民年金係
持参品　 ▽マイナンバーが確認
できる書類・年金手帳・印鑑 ▽

失業による場合＝雇用保険受給
資格者証、または離職票の写し
備考　 ▽承認期間は、30 年 7 月
分～ 31 年 6 月分 ▽ 結果は約 2
カ月後に年金事務所から通知 ▽

過去 2 年分までは、さかのぼっ
て免除などの申請可
詳細　 ▽申請受付＝市民課☎ 0
58-383-1113 ▽ 審査結果＝岐阜
南年金事務所☎ 058-273-6161

　地域の子どもに関心を持ち、
地域で守り育てましょう。
詳細　青少年教育課☎ 058-383-
1484

7 月は青少年の非行
被害防止強調月間

　５月末までに被保険者となっ
た方に対して、７月中旬に「保
険料額決定通知書・納入通知書・
納付書」を送付します。

【保険料の算出方法】
　被保険者全員が等しく負担す
る「均等割額（4 万 1214 円）」と、
所得に応じて負担する「所得割
額（前年所得より算定）」の合
計額です。平成 30 年度の保険
料は、平成 29 年中の所得をも
とに、個人単位で計算されます。

【保険料の軽減について】
　制度加入前日まで、被用者保
険（国民健康保険や国民健康保
険組合以外の医療保険）の被扶
養者だった方は、保険料が軽減
されます。また、被保険者本人や
世帯主の所得水準により保険料
が軽減される場合があります。

【保険料の納付方法について】
　特別徴収（年金天引）と普通徴
収（口座振替や納付書での納付）
があります。送付した納入通知
書で確認ください。昨年度、普
通徴収の方でも、条件によって
10 月から特別徴収になる場合
があります。
　特別徴収されている方で口座
振替を希望される場合は、金融
機関へ口座振替の申込と、医療
保険課へ納付方法の変更届出を
してください。
詳細　医療保険課☎ 058-383-11
28

後期高齢者医療
納入通知書を送付

受付期間　7 月 2 日～ 8 月 3 日
の平日　8:30 ～ 17:15
売却物件　市ウェブサイト、管
財課（市役所 3 階）で配布する
実施要領をご覧ください
申込と詳細　管財課☎ 058-383-
1467

一般競争入札で
市有地を売却
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

日時・対象　8 月 5 日（日）　 ▽

小学 5・6 年生＝ 9:00 ～ 10:30
▽一般＝ 13:00 ～ 14:30

場所　消防本部（那加桜町 1）
対象　市内在住・在勤の方
定員　20 人（申込順）
持参品　筆記用具、飲料水
備考　 ▽参加証を発行 ▽ 申込が
5 人に満たない場合は中止にな
る場合あり
申込と詳細　8 月 3 日までに、
救急指令課☎ 058-382-3596

救命入門コース

テクノプラザ
CAD 研修

【CATIA  V5  データ活用編】
期間　7 月 12 日～ 13 日（2 日間）
費用　2 万 4480 円

【Design 3DCAD 講座（Rhinoceros
and Framingo）】
期間　7 月 25 日～ 26 日（2 日間）
費用　1 万 4400 円

【SOLIDWORKS  基礎】
期間　7 月26 日～ 27 日（2 日間）
費用　2 万 160 円

【共通事項】
備考　市内の方の費用（市・県
減免適用後。大企業は除く）
詳細　VR テクノセンター☎ 05
8-379-6370

　認知症の方やその家族の方、
地域の方はご参加ください。

【こころカフェ　ぽかぽか】
日時　毎週土曜日  10:00～12:00
場所　NPO 福祉サポートセン
ター各務原東隣（鵜沼三ツ池町5）
費用　200 円
詳細　フェニックス・かかみ野
☎ 058-384-8844

【オレンジカフェ八木山】
日時　7 月 19 日（木）　13:00 ～
15:00
場所　ささえあいの家（つつじ
が丘 4）
詳細　カーサ・レスペート☎ 05
8-381-3800

【オレンジカフェ in さわやか伝
言ばん】
日時　7 月 21 日（土）　13:00 ～
15:00
場所　さわやか伝言ばん（鵜沼
東町 8）
費用　200 円
詳細　さわやか伝言ばん☎ 058-
379-5017

事前申込不要！
「認知症カフェ」

8 月の
乳幼児健康診査

【4 か月児健康診査】

内容　医師の診察、身体計測、
栄養・育児などの相談

【11 か月児健康診査】

内容　医師の診察、身体計測、
歯科・栄養・育児などの保健相談

【1 歳 6 か月児健康診査】

内容　医師・歯科医師の診察、
身体計測、個別相談
備考　 ▽歯みがきをして受診し
てください（歯の汚れの検査あ
り） ▽当日幼児フッ素塗布受診
票を発行（１人 1 回分・無料）

【3 歳児健康診査】

内容　医師・歯科医師の診察、
尿検査、聴覚検査、身体計測、
個別相談
備考　尿を入れる容器（7 月中旬
郵送）と目と耳に関するアンケー
トを記入し、持参してください

期日 場所 対象出生児
1 日

（水）
総合福祉会館

平成 30 年 3 月
1 日～ 15 日

2 日
（木）

平成 30 年 3 月
16 日～31 日

3 日
（金）

東保健相談
センター 平成 30 年 3 月

【共通事項】
受付時間　13:00 ～ 13:30（仮番
号札配布 12:30 ～）
対象地区　 ▽総合福祉会館＝那
加・川島・蘇原・稲羽地区 ▽東
保健相談センター＝鵜沼地区
持参品　母子健康手帳、問診票

（記入済のもの）
備考　 ▽指定日に受診できない
場合、２週間前までに下記へ ▽

集団での健診が難しい方は事前
に下記へ ▽前月までの対象児で
受診していない方は、今回受診
可 ▽ 健康診査の所要時間は約 2
時間 ▽駐車料金補助あり。詳し
くは下記へ
詳細　健康管理課☎ 058-383-11
15、東保健相談センター☎ 058-
379-7888

期日 場所 対象出生児

27 日
（月）

総合福祉会館

平成 29 年 9 月
28 日

（火）
東保健相談

センター

期日 場所 対象出生児
20 日

（月） 東保健相談
センター

平成 27 年 7 月
1 日～ 15 日

21 日
（火）

平成 27 年 7 月
16 日～ 31 日

22 日
（水）

総合福祉会館

平成 27 年 7 月
1 日～ 15 日

24 日
（金）

平成 27 年 7 月
16 日～ 31 日

期日 場所 対象出生児
6 日

（月）
総合福祉会館

平成 29 年 1 月
1 日～ 15 日

7 日
（火）

平成 29 年 1 月
16 日～ 31 日

8 日
（水）

東保健相談
センター 平成 29 年 1 月

　認知症予防を目的とした高齢
者向けの教室で、教材を使用し
た簡単な「読み書き」、「計算」の
サポートをしていただきます。
日時・場所　 ▽火曜日＝蘇原福
祉センター（蘇原吉新町 2） ▽

水曜日＝総合福祉会館（那加桜
町 2） ▽ 木曜日＝鵜沼東福祉セ
ンター（鵜沼山崎町 4）　いずれ
も 9:00 ～ 12:00
対象　高齢者の認知症予防に理
解と意欲のある方で、おおむね
20 ～ 60 歳の方
定員　各 2 人（選考）
備考　事前研修あり
申込と詳細　7 月 13 日までに、
高齢福祉課☎ 058-383-2124

脳のパワーアップ教
室  サポーター募集

　視覚障がいのある
方に、広報紙や図書
などの活字の情報を
分かりやすく音声で伝える音訳
ボランティアの養成講座です。
日時　9 月 11 日～ 12 月 18 日の
火曜日　9:30 ～ 11:30（全 15 回）
場所　総合福祉会館（那加桜町 2）
定員　20 人（申込順）
費用　1000 円（テキスト代含む）
申込と詳細　社会福祉協議会☎
058-383-7610

音訳講座
受講生募集 　県精神保健福祉センターで

は、「千の風の会」を立ち上げ、
自死遺族支援を行っています。
　ご家族を自死でなくされた方
が、亡くなった方への思いなど
を語り、聴き合う集いを開催し
ます。
日時　7 月 22 日、9 月 23 日い
ずれも日曜日　13:30 ～ 16:00
場所　県障がい者総合相談セン
ター（岐阜市鷺山向井 2563-18）
詳細　県精神保健福祉センター
☎ 058-231-9724

千の風の会
分かち合いの集い

日時　7 月 23 日（月）、8 月 24
日（金）　いずれも 9:30 ～ 11:30
場所　関特別支援学校（関市桐
ヶ丘 1-2）
対象　肢体に障がいのある乳幼
児とその保護者
内容　大型遊具遊び、パネルシ
アター、保護者交流会など
詳細　関特別支援学校支援セン
ター☎ 0575-22-4238

関特別支援学校
乳幼児教室

　下記を参考に、熱中症に注意
して節電に取り組みましょう。

▽ エアコンの冷房温度は 28℃
を目安に ▽冷蔵庫の扉の開閉時
間と回数を減らす ▽必要なとき
以外はテレビ、照明を消す ▽長
時間使わない機器は、コンセン
トからプラグを抜くなど
詳細　環境政策課☎ 058-383-42
32

夏季の節電に
ご協力ください

心の通い合う街②
子どもの人権

　いじめや児童虐待など、子
どもに関わる問題の解決に
は、お互いの違いを認め、個
性として尊重するなど人権意
識を養うことが重要です。
　子どもが安心して生活でき
るよう、家庭や学校、地域で語
り合い守っていきましょう。
資料提供　まちづくり推進課

　「サマージャンボ宝くじ」、「サ
マージャンボミニ」、「サマー
ジャンボプチ」が発売されます。
　宝くじの収益金は、地域のま
ちづくりに使われます。
期間　7 月 9 日～ 8 月 3 日
詳細　県市町村振興協会☎ 058-
277-1153

宝くじの購入は
県内の売り場で

【法律相談】
時間　10:00 ～ 12:00（1 人 20 分）
定員　6 人（申込順）
相談員　弁護士
内容　紛争や事故などの訴訟や
法律問題
備考　予約制
申込　7 月 9 日　10:00 ～、電話
でまちづくり推進課

【一般相談】
時間　9:00 ～ 12:00（1 人 30 分）
相談員　嘱託相談員
内容　暮らしの中での法律に関
する困りごと、悩みごと

【共通事項】
期日　7 月 15 日（日）
場所　産業文化センター 2 階  
第 1 会議室前（那加桜町 2）受付
詳細　まちづくり推進課☎ 058-
383-1884

休日市民相談

「社会を明るくする
運動」強調月間

　法務省主唱「社会を明るくす
る運動」は、犯罪や非行のない
明るい社会を築こうとする全国
的な運動です。
　市では、7 月に保護司会・更生
保護女性会の皆さんが、街頭や
学校で啓発活動を行います。こ
の運動を通して、明るく住みよ
い各務原市を作りましょう。
詳細　福祉総務課☎ 058-383-13
58

【教育相談】
　学校や家庭での教育や、子育
てに関する悩みをもつ皆さんか
らの相談に応じます。
相談日時　毎週火～土曜日　
9:00 ～ 17:30（祝日を除く）　
相談専用電話　☎ 058-383-7290

【保護者会】
　お子さんが学校に行きづらい
など、同じ悩みを語り合う保護
者の方の会を行います。
日時　7 月 19 日、8 月30 日　い
ずれも木曜日　14:00 ～ 15:30

【共通事項】
場所　中央図書館 4 階  教育セ
ンター（那加門前町 3）
詳細　教育センター「すてっぷ」
☎ 058-383-7291

教育センター
教育相談・保護者会
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〒504-0912 那加桜町 2-186 産業文化センター 4 階    
㊡祝日

〒 504-0813 蘇原中央町 2-1-8    
㊡月曜日、祝日

中央ライフデザインセンター
☎ 058-389-1820
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子育てママの料理講座
「夏にぴったり！わらび餅」

日時　8 月 4 日（土）　10:00 ～ 11:30
対象　子育て中の女性
定員　16 人（抽選）
費用　800 円（受講料 300 円、材料費 500 円）
備考　お子さんの同伴可（講座中は別室で託児）
申込　7 月 24 日（必着）までに、「講座名、参加者
の氏名、住所、電話番号、お子さんを同伴される方
は氏名、学年または年齢」を明記し、メール chuolife
@city.kakamigahara.gifu.jp、または往復はがきで中
央ライフデザインセンター（窓口申込の場合は、は
がき 1 枚持参）

西ライフデザインセンター
☎ 058-383-1121

C
U
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U
R
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「夏ならでは」の講座がたくさん！
大人も子どもも夏を満喫しよう。

■ 1day レッスン★ゆかた美人になる着付け
　夏の風物詩、ゆかた。正しい手順を習えば、見違
えるほど美しく、着崩れしにくくなります。すてき
に着こなして、お出かけしてみてはいかがですか。
日時　7 月 21 日（土）　14:00 ～ 16:00
対象　高校生以上の女性
定員　20 人
費用　300 円（受講料）
講師　松寿会
持参品　申込時にお伝えします
申込開始日時　7 月 7 日　10:00 ～
■子ども切り絵工作
　恐竜や昆虫など興味のあるモチーフを丁寧に切り
取って、白と黒の切り絵を作りましょう。夏休みの
工作にもぴったりです。
日時　8 月 8 日（水）　13:30 ～ 15:30
対象　小学生
定員　15 人
費用　650 円（受講料 150 円、材料費 500 円）
講師　切り絵作家 草太
備考　 ▽必要な道具は貸出 ▽保護者の見学可（小学
1・2 年生は保護者同伴）
申込開始日時　7 月 14 日　14:00 ～
■目指せ！ロボットマスター
　各務原ロボット同好会を講師に迎え、プログラミン
グの基本が学べる1日講座。レーシングカー・ロボッ
トが思い通りに走るようにプログラムを作成します。
日時　8 月 19 日（日）　13:00 ～ 16:00
対象　小学 4 年生～中学生
定員　14 人
費用　3500 円（受講料 150 円、材
料費 3350 円）
持参品　USB メモリー（データ持ち帰り用）
備考　 ▽ パソコンは主催者で準備（希望者は持ち込
み可） ▽保護者の見学可
申込開始日時　7 月 14 日　14:00 ～

【共通事項】
申込　費用を持参し直接、西ライフデザインセンター

（申込開始時に定員を超えた場合は、その場で抽選）

〒 509-0943 那加萱場町3-8 イオンモール各務原2 階
㊡なし
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　お好みの木の実やグリーン、ドライフラワーを
使って、オリジナルのガーランドを作ります。
日時　7 月 10 日（火）　 ▽ 11:00 ～ ▽ 13:00 ～（作
業時間は約 60 分）
定員　各 4 人（申込順）
講師　b

ブ ク テ ィ エ ー ル

ouquetiere h
ハ ナ ツ ム ギ

anatsumugi
費用　1000 円（当日支払）
備考　予約の方を優先します
申込　電話などで、かかみがはら
オープンクラス

KOC  N
ネ ス ト

EST「ゆらゆらガーランド
手づくりワークショップ」

☎ 058-382-1194

かかみがはらオープンクラス

〒 509-0145 鵜沼朝日町 3-163-2    
㊡月曜日、祝日

東ライフデザインセンター
☎ 058-384-0507
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体を動かす講座に挑戦して、
この夏を元気に乗り切ろう！

■女性のための骨盤調整ヨガ
　ヨガのポーズをとりながら骨盤を整えていきます。
日時　8 月 1 日・8 日・22 日・29 日
いずれも水曜日　19:30 ～ 21:00
定員　20 人
講師　松葉薫
費用　1200 円（受講料）
申込開始日時　7 月 14 日　10:00 ～
■楽しくはじめる J-POP ダンス
　簡単なステップから始めるので、初めての方も安心！
日時　8 月 2 日・9 日・23 日・30 日　いずれも木曜日
19:30 ～ 21:00
定員　20 人
講師　関谷真未
費用　1200 円（受講料）
申込開始日時　7 月 14 日　11:00 ～

【共通事項】
申込　費用を持参し直接、東ライフデザインセンター

（申込開始時に定員を超えた場合は、その場で抽選）

いきいき楽習課
☎ 058-383-1042

A
R
T 力作をお待ちしています

記念すべき第50回！「市美術展」作品募集

部門・点数　 ▽日本画、洋画、彫刻・工芸、書、写
真＝ 1 人 1 点 ▽ デザイン・イラストレーション＝ 1
人 2 点以内
対象　15 歳以上（中学生を除く）
費用　１点につき 1000 円（作品搬入時に納入）
搬入　9 月 21 日（金）　13:00 ～19:00、22日（土）9:00
～ 11:00 に産業文化センター 1 階エントランスホール
賞　 ▽ 市展賞＝賞状・賞金３万円 ▽ 50 周年記念賞
＝賞状・賞金 1 万円 ▽ 優秀賞＝賞状・賞金 1 万円

▽奨励賞＝賞状・賞金 3000 円 ▽入選＝賞状（各賞、
該当作品なしの場合あり）
審査の見学　9 月 22 日（土）　13:30 ～（受付 13:10）
産業文化センター 1 階あすかホール、小会議室
備考　 ▽入賞・入選作品は、9 月 30 日～ 10 月 7 日
に産業文化センター 1 階あすかホールで展示します

▽募集要項は、いきいき楽習課（産業文化センター
6 階）、市内施設にあるほか、市ウェブサイトから
ダウンロードできます ▽表彰式は 9 月 30 日（日）
13:30 ～、産業文化センター 2 階第 3 会議室
申込と詳細　9 月 1 日～ 9 日に出品申込書を郵送（締
切日消印有効）か、メール art@city.kakamigahara.gifu.
jp（締切日 23:59 まで）または直接、いきいき楽習課

A
R
T 集まれ！未来の芸術家

「第 28 回市高校生美術展」作品募集

部門・点数　絵画、デザイン、立体（彫刻・工芸を
含む）、書、写真＝各部門１人１点
対象　高校生
賞　 ▽ 最優秀賞・優秀賞・奨励賞＝賞
状・副賞（図書カード） ▽入選＝賞状
搬入　11 月 22 日（木）　9:00 ～
19:00 に産業文化センター 1 階
エントランスホール
備考　 ▽ 入賞・入選作品は、12 月 1 日～ 6 日に産
業文化センター 1 階あすかホ－ルで展示します ▽ 募
集要項は、いきいき楽習課、または市ウェブサイト
からダウンロードできます ▽表彰式は 12 月 1 日（土）
13:30 ～、産業文化センター 2 階第 3 会議室
申込と詳細　11 月 15 日までに、搬入名簿（市ウェ
ブサイトからダウンロード）を作成し、メール art@
city.kakamigahara.gifu.jp でいきいき楽習課

〒504-0912 那加桜町 2-186 産業文化センター 6 階
㊡土・日曜日、祝日

M
U
S
IC 華やかな空間で楽しむ贅沢なひととき

「萬松園クラシックコンサート＆見学会」

日時　7 月 31 日（火）　 ▽コンサート＝13:30 ～ 14:20

▽見学会＝ 14:45 ～ 15:45
場所　萬松園（鵜沼宝積寺町 3）
定員　50 人（申込順）
出演　廣瀬奏子（ハープ）、青錦（バイオリン）
費用　1000 円
チケット販売　7 月 9 日　11:00 ～サクラヒルズ川
上別荘本館（鵜沼宝積寺町 3）
申込と詳細　川上貞奴別荘「萬松園」・西田☎ 090-
2184-2470

M
U
S
IC 村国座とクラシック音楽のすてきな

組み合わせ「きらめきコンサート」

日時　7 月 25 日（水）　11:00 ～ 12:00（整理券配布
10:00 ～）
場所　村国座（各務おがせ町 3）
定員　200 人（整理券が必要）
出演　山部里恵（バイオリン）、鈴木豊大（パーカッ
ション）、植村理穂（ピアノ）
詳細　宗次ホール・野間☎ 080-1557-7743
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中央図書館 3 階展示室
「デジタルフォト悠友会写真展」

期間　7月10日～ 16 日　9:00 ～ 17:00
詳細　デジタルフォト悠友会・牧野☎ 058-370-2416

〒 509-0102 各務字車洞 6797-1
㊡なし

■ 5 日（日）　夏休み工作　ウッドバーニング  
持参品　参加費 1300 円（1 作品）
■ 12 日（日）　プリザーブドフラワーアレンジメント
持参品　持ち帰り用の袋、参加費 1500 円（1 作品）
■ 19 日（日）　エアーロケット実験教室
持参品　持ち帰り用の袋、参加費 1000 円（1 作品）
■ 26 日（日）　晩夏の昆虫おもしろ楽習（雨天決行）
持参品　長そで長ズボン、虫捕り網、虫かご、帽子、
飲み物、参加費 300 円（1 人）

【共通事項】
時間　10:00 ～ 12:00
対象　小学生の親子（8月12 日・26日は大人のみも可）
定員　20 人（申込順、26 日は 30 人）
持参品　筆記用具
申込　7 月 1 日～、「開講日と講座名、参加者全員
の住所、氏名 、ふりがな、年齢、電話番号、返信用メー
ルアドレス、付き添いの方がいればその旨」を明記
し、メール shizen@wildlife.ne.jp
詳細　NPO 法人生態教育センター（自然体験塾窓
口・平日 10:00 ～ 17:00）

N
A
TU
R
E

親子で自然を楽しもう！
8 月の「自然体験塾講座」

自然体験塾
☎ 090-5615-0370

川島ライフデザインセンター
☎ 0586-89-3686

C
U
LT
U
R
E

新しいお花のインテリア
「オリジナルハーバリウム作り」

　プリザーブドフラワーを使ったすてき
なインテリア。ハート形のボトルに入
れて、プレゼントにも！
日時　7 月 28 日（土）　10:00 ～ 11:30、
8 月 1 日（木）　10:30 ～ 12:00
場所　稲羽コミュニティセンター集会室 1（上戸町 3）
定員　各 50 人（申込順、5 歳以下は申込不可）
講師　輿

こし

淳子、輿
こし

諒
りょうじ

治・フラワーアーティスト
費用　1800 円（受講料 300 円、材料費 1500 円）
持参品　ピンセット
申込　7 月 4 日　9:00 ～、費用を持参して、直接、
川島ライフデザインセンター

〒 501-6025 川島河田町 1028-1
㊡月曜日、祝日

中央図書館
☎ 058-383-1122　　058-371-1145FAX

C
U
LT
U
R
E

夏休みは楽しいイベントがたくさん！
ぜひ図書館を利用してください！

■「さとみ桜（天堂里砂）の文学講座」
　小説家という職業について聞いてみよう
　市内在住で「第 23 回カドカワ電撃小説大賞銀賞」
受賞作家のさとみ桜（天堂里砂）先生が講師です。
日時　8 月 4 日（土）　10:00 ～ 11:30
対象　中学生以上
定員　30 人（申込順）
■教育センターコラボ講座　参加者募集
　「岐阜弁講座・岐阜弁カルタ大会」
　岐阜大学の山田敏弘先生から、ふるさとの方言を学
んで、岐阜弁カルタを作って、カルタ大会をしよう！
日時　8 月 11 日（土・祝）　10:00 ～ 12:00
対象　小学生
定員　30 人（申込順）
備考　カルタ大会の優勝者には、岐阜弁での表彰状
と賞品が授与されます
■資料の森で新しい発見！「夏休み図書館探検」
日時　8 月 2 日（木）　9:30 ～ 11:30
対象　小学 4 ～ 6 年生
定員　5 人程度（申込順）

【共通事項】
申込　7 月 3 日～、市内図書館カウンターにある申
込用紙（市ウェブサイトからダウンロード可）に記
入し、ファクスまたは直接、市内図書館カウンター

〒 504-0813 蘇原中央町 2-1-8
㊡月曜日（祝日を除く）

■森結実バレエスタジオ発表会
日時　7 月 14 日（土）　17:30 ～（開場 17:00）
場所　文化ホール
詳細　森結実バレエスタジオ☎ 058-325-8889
■スタインウェイピアノを気軽に弾いてみませんか？
　「市民ピアノリレーコンサート」参加者募集
日時　8 月 19 日（日）　10:00 ～ 16:00
場所　市民会館
対象　ピアノを弾くことができる方、ア
ンサンブル共演者（市民以外でも申込
可）、未就学児不可
定員　20 組（市民を優先して抽選）
内容　1組1 曲（10分以内）、ジャンル不問、生演奏限定
備考　参加無料、観覧無料、入退場自由
申込と詳細　7月31日（必着）までに、市民会館に設
置の申込書（市民会館ウェブサイトからもダウンロー
ド可）に記入し、郵送、ファクス、または直接、市民会館

S
TA
G
E 市民会館・文化ホールの

コンサート / イベント

市民会館・文化ホール
☎ 058-389-1818　FAX 058-371-0061

中央ライフデザインセンター図書室
☎ 058-383-2125

〒 504-0813 蘇原中央町 2-1-8
㊡ 7/2・6・9・17・18・23・30・8/6・13・20・27

C
U
LT
U
R
E

みんなで参加しよう！「土曜の午後の
朗読会～夏休みバージョン～」

　朗読の会 “ひびき” の皆さんが、夏休みにぴった
りのお話を朗読。遊べるおみやげも付いています！
日時　7 月 28 日（土）　14:00 ～ 15:00
対象　小学生（保護者同伴可）
定員　30 人（申込順）
申込　7 月 3 日～、電話または直接、中央ライフデ
ザインセンター図書室カウンター

〒 504-0911 那加門前町 3-1-3
㊡ 7/2・6・9・17・18・23・30・8/6・13・20・27

IN
FO 中央図書館のみ、

7 月 21 日～ 8 月 31 日は開館時間を変更

開館時間　9:00 ～ 19:00（通常は 10:00 ～）

N
A
TU
R
E

　7 月 14 日に迎える開館 14 周
年を記念して、小学生と幼児
のお子さんを無料でご招待！
期間　7 月 14 日～ 16 日
開館時間　9:30 ～ 18:00（最終入館は 1 時間前）
入館料　大人 1500 円、65 歳以上 1350 円（年齢を
証明するものが必要）、中高校生 1100 円、小学生
750 円（通常時）、幼児（3 歳以上）370 円（通常時）

ぜひお出かけください。
開館記念日は小学生・幼児が無料に！

世界淡水魚園水族館 アクア・トト ぎふ
☎ 0586-89-8200

〒 501-6021 川島笠田町 1453
㊡ 7/9、12/10、1/15、2/12、3/11

埋蔵文化財調査センター
☎ 058-383-1123

〒 504-0911 那加門前町 3-1-3
㊡ 7/2・6・9・17・18・23・30・8/6・13・20・27

C
U
LT
U
R
E

本物そっくりの勾玉・ペンダント
「古代アクセサリーをつくろう！」

日時　7 月28日（土）、8 月 4 日（土）　13:00 ～ 15:00
場所　中央図書館 4 階  教育センター「すてっぷ」
対象　小学生以上
定員　各 20 人（申込順）
費用　300 円　
申込と詳細　7 月 1 日　8:30～、メール maibun@city.
kakamigahara.gifu.jp、電話または直接、埋蔵文化
財調査センター

各務原国際協会（観光交流課）
☎ 058-383-1426　FAX 058-389-0765

〒504-0912 那加桜町2-186 産業文化センター 6 階
㊡土・日曜日、祝日

C
U
LT
U
R
E

国際交流員と楽しくフレンチトーストを
つくろう！「 English Cooking with Jason」

日時　7 月30 日（月）　13:00 ～ 15:00
場所　産業文化センター 4 階料理室（那加桜町 2）
対象　小学 4 ～ 6 年生
定員　24 人（申込順）
費用　500 円（保険料、材料費込）　
申込と詳細　7月17日（必着）までに、タイトルを「キッ
ズ国際交流料理講座」と記載し、「郵便番号、住所、氏名、
ふりがな、電話番号、学年」を明記し、メールkia@city.
kakamigahara.gifu.jp、往復はがき、ファクスまたは直接
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毎月 1日号に掲載

健康に役立つ情報をお届け！
み ん な 集 合

登場していただける団
体・サークルを募集中！
詳細は広報課☎ 058-
383-1111（内線 2151）
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KIDS in Kakamigahara

場
合
が
あ
る
た
め
、
生
食
を
避

け
る
と
と
も
に
、
中
心
部
ま
で

十
分
に
加
熱
し
て
食
べ
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

予
防
の
ポ
イ
ン
ト

　

栄
養
分
、
温
度
（
湿
度
）、

時
間
の
条
件
が
そ
ろ
う
と
、
食

中
毒
菌
は
増
殖
し
ま
す
。
食
中

毒
の
細
菌
を「
つ
け
な
い
」、「
ふ

や
さ
な
い
」、「
や
っ
つ
け
る
」

の
３
原
則
（
左
イ
ラ
ス
ト
）
で

食
中
毒
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

詳
細　

健
康
管
理
課
☎
０
５
８

（
３
８
３
）１
１
１
５

こ
れ
か
ら
の
時
期
は
注
意
！　

　

食
中
毒
は
、
１
年
を
通
し
て

発
生
し
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、

梅
雨
の
時
期
か
ら
９
月
に
か
け

て
特
に
気
を
付
け
た
い
の
が
、

細
菌
性
食
中
毒
で
す
。
気
温
と

湿
度
が
高
く
な
る
と
、
細
菌
の

増
殖
が
活
発
に
な
る
た
め
、
よ

り
注
意
が
必
要
で
す
。

　

鶏
肉
な
ど
の
肉
類
を
原
因
と

す
る
「
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
」

や
「
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
（
Ｏ

１
５
７
）」
は
、バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

や
野
外
活
動
を
行
う
シ
ー
ズ
ン

に
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

食
中
毒
を
予
防
す
る
た
め
に

　

お
肉
に
は
も
と
も
と
、
こ
れ

ら
の
食
中
毒
菌
が
つ
い
て
い
る

た
。
そ
れ
は
、
茶
つ
み
の
衣
装

で
す
。
か
す
り
の
着
物
や
ぞ
う

り
な
ど
、
す
べ
て
実
際
の
茶
娘

さ
ん
が
使
用
す
る
も
の
を
着

て
、
つ
み
ま
し
た
。
す
こ
し
歩

き
に
く
く
、
暑
さ
も
感
じ
な
が

ら
の
茶
つ
み
で
し
た
が
、
一
生

に
一
回
の
貴
重
な
体
験
を
す
る

こ
と
が
で
き
、
と
て
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
の
小

学
校
に
は
78
年
間
と
い
う
長
い

年
月
続
い
て
い
る
伝
統
行
事
が

あ
る
の
で
す
。
私
は
こ
れ
か
ら

何
年
も
何
年
も
伝
統
が
続
い
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

伝
統
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を

感
じ
、
ほ
こ
り
を
も
っ
て
守
り

続
け
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

文
・
６
年　

荒
川
姫ひ

め
の音

さ
ん

伝統を守り続ける
稲羽東小学校

　
「
子
ど
も
だ
っ
て
ス
イ
ン
グ

し
た
い
！
」。
私
た
ち
リ
ト
ル

バ
ー
ド
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

は
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
、
子

ど
も
だ
け
の
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
で

す
。
２
０
１
６
年
春
に
誕
生
し
、

ジ
ャ
ズ
が
好
き
、
音
楽
が
大
好

き
な
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
っ
て

活
動
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、

小
学
２
年
生
か
ら
中
学
１
年
生

の
13
人
が
在
籍
。
ビ
ッ
グ
バ
ン

ド
の
ジ
ャ
ズ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ナ

ン
バ
ー
か
ら
、
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ

の
ジ
ャ
ズ
ア

レ
ン
ジ
ま
で

幅
広
く
演
奏

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、

各
務
原
市
桜

ま
つ
り
を
は

じ
め
、
地
域

の
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
3
月

に
は
、
ホ
ー
ル
で
の
コ
ン
サ
ー

ト
を
初
め
て
開
催
し
、
た
く
さ

ん
の
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、
サ
ッ
ク
ス
、

ベ
ー
ス
、
ド
ラ
ム
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
楽
器
の
中
か
ら
、
自
分
が

や
り
た
い
楽
器
や
、
体
格
に

合
っ
た
楽
器
を
選
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
楽
譜
が
読
め
な
く
て

も
大
丈
夫
！
メ
ン
バ
ー
の
半
分

以
上
は
未
経
験
か
ら
の
ス
タ
ー

ト
で
す
。
音
楽
が
好
き
な
子
、

楽
器
を
演
奏
し
て
み
た
い
子
、

ぜ
ひ
一
緒
に
ス
イ
ン
グ
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

活
動
日　

金
曜
日
（
月
３
回
）

午
後
６
時
30
分
～
８
時

場
所　

新
加
納
地
区
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
（
那
加
新
加
納
町
）

会
費　

月
３
０
０
０
円　
　

詳
細　

小
島
☎
０
５
８
（
３
８

１
）
９
０
１
２

リトルバード
ジャズオーケストラ

　

私
た
ち
の
小
学
校
で
は
78
年

間
続
く
伝
統
行
事
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
、「
茶
つ
み
」

で
す
。
茶
つ
み
は
、
お
茶
の
木

か
ら
新
し
い
葉
を
つ
む
と
い
う

も
の
で
す
。
そ
の
中
で
特
に
大

切
な
の
は
、「
一
芯
三
葉
」
と

い
う
言
葉
で
す
。
こ
れ
は
１
つ

の
枝
か
ら
３
枚
新
し
い
葉
が
つ

い
て
い
る
と
い
う
意
味
で
す
。

そ
れ
を
て
い
ね
い
に
つ
む
こ
と

が
大
切
で
す
。
私
は
こ
の
伝
統

行
事
に
楽
し
み
な
こ
と
や
、
初

め
て
体
験
し
た
こ
と
が
２
つ
あ

り
ま
す
。

　

１
つ
め
は
、
つ
ん
だ
葉
を
お

茶
に
し
て
い
た
だ
い
て
飲
む
こ

と
で
す
。
自
分
で
つ
ん
だ
と
い

う
達
成
感
が
あ
り
、「
一
生
け

ん
め
い
つ
ん
で
よ
か
っ
た
」
と

い
う
満
足
感
が
あ
り
ま
す
。
ま

わ
り
の
人
と
お
茶
の
話
を
し
な

が
ら
つ
ん
だ
り
す
る
と
、
さ
ら

に
楽
し
く
な
り
ま
す
。

　

２
つ
め
は
、
今
ま
で
な
か
っ

た
初
め
て
の
体
験
が
で
き
ま
し

夏
の
食
中
毒
対
策

瓜田美穂さん｜内藤記念くすり博物館企画展「くすり創りの歴史」担当

　

川
島
竹
早
町
に
あ
る
「
内
藤

記
念
く
す
り
博
物
館
」は
、医
薬

専
門
の
博
物
館
。同
館
で
は
、毎

年
企
画
展
が
開
催
さ
れ
、
現
在

は
、
瓜
田
美
穂
さ
ん
が
先
輩
と

と
も
に
担
当
す
る
「
く
す
り
創

り
の
歴
史
」が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
企
画
展
で
は
、「
薬
が

ど
の
よ
う
に
し
て
創
製
さ
れ
た

の
か
」
か
ら
「
薬
の
正
し
い
使

い
方
」
ま
で
を
解
説
。
昨
年
４

月
か
ら
同
館
で
勤
務
す
る
瓜
田

さ
ん
に
と
っ
て
は
、
初
め
て
の

企
画
展
で
、
製
薬
道
具
や
薬
の

正
し
い
使
い
方
の
パ
ネ
ル
展
示

な
ど
を
任
さ
れ
た
。

　

担
当
す
る
に
当
た
り
、「
ど
の

資
料
を
、ど
う
見
せ
る
の
か
」に

悩
ん
だ
と
い
う
瓜
田
さ
ん
。
同

館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
、
６
万

５
０
０
０
点
も
の
資
料
に
圧
倒

さ
れ
た
。
膨
大
な
資
料
の
中
か

ら
、
今
回
の
テ
ー
マ
に
合
う
資

料
を
探
し
、
と
き
に
は
先
輩
に

相
談
し
な
が
ら
、
１
つ
１
つ
自

分
の
目
で
内
容
を
確
か
め
、
準

備
を
進
め
た
。

　

瓜
田
さ
ん
が
今
回
の
企
画
展

で
意
識
し
た
こ
と
は
、「
お
客
さ

ん
目
線
」。資
料
集
め
か
ら
、
パ

ネ
ル
の
作
成
、
展
示
ま
で
、「
分

か
り
や
す
さ
」に
こ
だ
わ
っ
た
。

特
に
、「
薬
の
正
し
い
使
い
方
」

の
展
示
で
は
、
医
薬
品
の
分
類

や
、
用
法
・
用
量
、
飲
食
物
と

の
飲
み
合
わ
せ
な
ど
、「
お
客
さ

ん
に
薬
の
使
い
方
を
見
直
し
て

も
ら
い
た
い
」
と
の
思
い
で
、

展
示
パ
ネ
ル
を
作
成
し
た
。

　

展
示
が
始
ま
っ
て
、２
カ
月
。

「
親
し
み
や
す
い
展
示
で
、分
か

り
や
す
か
っ
た
」
な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
る
と
、
瓜
田
さ
ん

は「
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
。こ

の
展
示
を
や
っ
て
よ
か
っ
た
」

と
、
達
成
感
を
か
み
し
め
た
。

　
「
こ
れ
か
ら
も
、医
薬
を
身
近

に
感
じ
ら
れ
る
博
物
館
で
あ
り

た
い
。
そ
の
た
め
に
も
、
知
識

を
深
め
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
常

に
お
客
さ
ん
目
線
を
忘
れ
な
い

よ
う
に
し
た
い
」
と
、
目
標
を

話
す
瓜
田
さ
ん
。
一
般
の
お
客

さ
ん
と
医
薬
の
専
門
家
、
２
つ

の
目
線
の
先
に
、
来
館
者
の
喜

ぶ
姿
を
見
据
え
て
い
る
。

URITA Miho
川島緑町在住。音楽鑑賞やスポーツ
が息抜きで、休日にクラブチームで
ソフトバレーをプレーしている。

お客さん目線で、わかりやすい展示を

食中毒予防３原則
①「つけない」…調理前・調理中の手洗い
を徹底し、食品を適正に保管しましょう。
②「ふやさない」…調理済みの食品はなる
べく早く食べ、室温で放置しないようにし
ましょう。
③「やっつける」…中心部までよく加熱し
ましょう。
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作

　・
大
堀
一
志

挿
絵
・
廣
江
貴
子

　今号は松田匠市さんの作品を紹介し
ます。市ウェブサイトでは、たくさん
の写真を公開中。ぜひご覧ください。
あいにくの雨の日曜日。少年自然の家で開催され
た講座「めざせ！さつまいも博士」には、小学 2
～ 6 年生の 29 人が集まりました。子どもたちは
天気に負けず、元気いっぱいにサツマイモの苗を
植えていました。泥まみれになりながらも、一生
懸命に取り組む姿に感動しました。      （5 月 13 日）

新鮮なニンジンをたくさん収穫

宇宙にいる金井宇宙飛行士に質問！ 長良川競技場で各務原市を PR

「各務原にんじん」収穫体験

宇宙飛行士とライブ交信 FC 岐阜ホームタウンデー

「めざせ！さつまいも博士」

　市特産の「各務原にんじん」ブランド化に向け
て、市と JA ぎふなどが連携してさまざまな取組
を行っています。5月 26 日には、鵜沼西町の畑
で旬を迎えた「春夏にんじん」の収穫体験が行わ
れました。
　このイベントには、23 家族が参加。「各務原に
んじん」の特徴などを聞いた後、実際に収穫に挑
戦。「意外と簡単に抜けた！」と、家族で収穫し
たニンジンを、うれしそうに見せ合っていました。

　5月 29 日、岐阜かかみがはら航空宇宙博物館
（愛称：空

そ ら は く

宙博）で、国際宇宙ステーション（ISS）
日本実験棟「きぼう」に滞在している金井宣茂宇
宙飛行士とのライブ交信が行われました。
　会場には、親子連れ 386 人が来場し、代表の小・
中学生 16 人が金井宇宙飛行士と交信。市内の小
学生が「ISS でも掃除の時間はありますか」など、
さまざまな質問をすると、金井宇宙飛行士は１つ
１つ丁寧に応じていました。

　日本プロサッカーリーグに所属する「FC岐阜」。
同チームのホームスタジアムである長良川競技場
で開催する試合では、試合ごとに県内自治体を
PRする「ホームタウンデー」が行われています。
　各務原市のホームタウンデーが行われたのは、
5月 26 日のアルビレックス新潟戦。各務原太鼓
保存会の歓迎演奏やステージのほか、市内企業の
協力による「ヘリコプターによる空中始球式」な
どが会場を盛り上げ、市の魅力を PRしました。

　
何
が
何
だ
か
よ
く
分
か
ら
な
い
う
ち
に
、

上
古こ

び井
村
の
百
姓
・
兼
吉
と
平
七
の
二
人
は

天
狗
党
の
隊
列
に
加
わ
り
、
言
わ
れ
た
ま
ま

に
兼
吉
は
荷
車
を
引
き
平
七
は
大
き
な
行こ
う
り李

を
背
負
わ
さ
れ
た
。
た
だ
京
ま
で
の
人
足
と

し
て
…
。
そ
し
て
、
相
場
の
三
倍
と
い
う
人

足
料
を
楽
し
み
に
し
て
…
。

　
そ
の
日
の
辰
の
後
刻
、
新
加
納
の
旅
籠
・
梅

村
屋
の
離
れ
座
敷
に
五
人
の
客
が
い
た
。厳
重

に
人
払
い
さ
れ
た
十
畳
間
は
緊
張
の
空
間
に

包
ま
れ
て
い
た
。
早
咲
き
の
石つ
わ
ぶ
き蕗
が
活
け
ら

れ
た
床
の
間
を
背
に
し
て
加
納
藩
士
で
勘
定

吟
味
役
・
安
池
新
八
郎
。
そ
の
横
に
水
野
弥
太

郎
。
そ
の
二
人
に
向
か
い
合
う
位
置
に
山
国

兵
部
と
田
丸
稲
之
衛
門
。
さ
ら
に
立
会
役
と

し
て
旗
本
坪
内
宗
家
の
家
老
今
尾
千
之
丞
が

威
儀
を
正
し
て
座
し
て
い
る
。   

― 

つ
づ
く

25

　
今
ま
さ
に
、
そ
の
隊
列
の
最
後
尾
が
二
十

軒
の
三
叉
路
を
過
ぎ
よ
う
と
し
た
時
だ
っ

た
。
中
山
道
を
西
か
ら
足
早
で
来
る
四
人
連

れ
が
い
た
。
そ
れ
に
気
が
付
い
た
隊
の
殿
し
ん
が
りの

男
が
大
声
を
上
げ
た
。

「
お
ー
い
。
早
う
来
い
」

　
息
を
弾
ま
せ
な
が
ら
来
た
男
た
ち
は

「
何
だ
こ
れ
は
。
道
が
違
う
じ
ゃ
な
い
か
」

　
と
、
口
々
で
言
い
つ
つ

「
間
に
合
っ
て
良
か
っ
た
」

　
と
胸
を
撫
で
下
し
た
。

「
な
ぜ
か
急
に
違
う
道
を
行
く
こ
と
に
な
っ

て
よ
。
お
前
た
ち
が
な
か
な
か
来
ね
え
か
ら

心
配
し
て
た
と
こ
ろ
だ
」

「
田
丸
様
か
ら
荷
物
持
ち
の
人
足
を
探
し
て

来
い
っ
て
言
わ
れ
て
新
加
納
ま
で
行
っ
た

が
、
い
ざ
と
な
る
と
な
か
な
か
見
付
か
ら

ね
ぇ
し
…
た
ま
た
ま
通
り
掛
か
っ
た
二
人
に

何
と
か
頼
め
た
の
で
急
い
で
来
た
の
さ
。
お

い
、
兼
吉
と
平
七
だ
。
後
で
わ
し
か
ら
親
方

に
面
通
し
し
て
や
る
」

【これまでのあらすじ】元治元年（1864）11 月 30 日。京を目指し中山道を西上していた天狗党だが、加納藩との戦いを避けるため、

                                中山道から犬山街道へ進んだ。一方、中山道の間の宿、新加納では 2 人の百姓が天狗党の荷物持ちを引き受け…

　

ハ
ロ
ー
、
皆
さ
ん
。
Ｋ
Ｏ
Ｃ
は
７
月
で
１

年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
Ｋ
Ｏ
Ｃ
を
利

用
し
て
市
へ
移
住
さ
れ
た
方
の
中
に
は
、「
Ｄ

Ｉ
Ｙ
型
空
き
家
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」
を

活
用
さ
れ
た
方
も
い
ま
す
。

　

全
国
初
と
な
る
こ
の
事
業
は
、
空
き
家
の

持
ち
主
と
借
り
手
を
つ
な
ぎ
、
空
き
家
を
借

り
手
の
好
み
に
改
修
・
改
装
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
と
き
に
は
「
Ｄ
Ｉ
Ｙ
リ
ノ
ベ
」
を

体
験
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
こ

と
も
。
５
月
に
開
催
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
は
、
こ
れ
か
ら
市
へ
移
住
を
考
え
て
い
る

方
も
参
加
し
て
い
ま
し
た
（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
よ
う
す
は
、
ウ
ェ
ブ
マ
ガ

ジ
ン
（
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
で

紹
介
し
て
い
ま
す
）。

　

Ｋ
Ｏ
Ｃ
は
、
こ
れ
か
ら
も
「
ち
ょ
っ
と
い

い
暮
ら
し
」の
情
報
発
信
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、

「
ヒ
ト
と
ヒ
ト
、
マ
チ
と
ヒ
ト
を
つ
な
ぐ
案

内
所
」
に
な
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ウオッチ

WATCH

市民カメラマンフォトルポ市民カメラマンフォトルポ
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油絵
「白川郷」

家に飾るための絵を描き始めたことがきっかけです。美

しい自然や心に浮かぶ風景を、面
めんそうふで

相筆という細筆１本で、

丁寧に描き上げます。色を混ぜ、その色をさまざまに組

み合わせることで、風景に動きを出すようにしています。

この作品は約 1年かけて完成させました。粉末にした墨

を使い、どこか懐かしい独特の色合いが出せたと思います。 吉田二朗さん
（蘇原緑町）

CITY
GALLERY

目で見た風景に想像を重ねて

「各務原市公式 L
ラ イ ン

INE」で、子育て・イベント、
「元気ッズ」募集などの情報を逃さずゲット！

右のQRコード から、または

「@kakamigahara」で検索！

®

元気で明るく、いつも笑わせてくれてありが

とう。家族みんな武尊の事が大好きだよ！

（公洋さん・真希さん、鵜沼各務原町）

いつも笑顔いっぱいの 2 人！これからもすく

すく大きくなってね！

（広貴さん・まどかさん、那加芦原町）

高橋　奏
そ ら

良ちゃん（H27.11.6 生）

             葉
は な

奈ちゃん（H29.4.2 生）

安田　武
たける

尊ちゃん（H26.12.5 生）

環境保護のため、
植物インキを
使用しています。

各務原市の
人口・世帯

人口｜ 14 万 8038 人（男　7万 3157 人・女　7万 4881 人）

世帯｜ 5万 9270 世帯　　　　　平成 30 年 6月 1日現在

広
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